
2006年 1月 13日 教授会 原告に対する樋ロカリキュラム委員長、二宮学部長の1コマ減らし      1

教授会の議論から判読すべきポイント:

① カリキュラム委員会は、学部執行部の意向に添わないとみなされる教員への圧力をかける手段となつている。
吉井に対して、コース別カリキュラム委員会など、議論することなく、一方的に必須科日できえ、学生への配慮もなく、1コマ減らしを
強行している。
② 13分 57秒から14分 21秒の北村発言から、カリキュラム委員会の総意とは、執行部が選んだ数名のカリキュラム委員の総意のことで
あり、カリキュラム委員会という組織は学部執行部の独裁を強行する手段になつていることが理解される。
本田教務委員長発言(6分 17秒～6分 41秒 )、 伊藤教授発言(10分 22秒～11分3秒)から、学部教員の総意を汲む努力がなされて
いないことが理解される。
③ 13分 57秒から14分 21秒の北村発言で登場する「藤澤さんのご担当科目」のところは、背景を知る必要がある。
吉井を人権委員会に名誉薬損で訴えた樋ロカリキュラム委員長の訴えを、名誉棄損に当たらないと退けた藤澤人権委員長と
事務職員OH氏に対し、北村責理事と高橋理事の面接のもと、OH氏は退職させられ、藤澤氏は担当科目に圧力を加えられ、
人間科学部の教職担当教授の支援のもと、教職科目をもつことにより、教員の身分保障の4コマをクリアできたという背景がある。
このように、経営学部のカリキュラム委員会は、学部執行部の意向に添わないとみなす教員への圧力をかける、パワーハラスメントを
遂行する手段となつている。したがつて、吉井の特任拒否も同様の流れにある(渡辺執行部体制は除く)。

15分 6秒の時系列
二宮正司学部長・理事、樋口克次副学部長兼カリキュラム委員長、北村責副学長・理事

教務委員長は経営学部の本田教授
ｔａｒｔ

ｉｍｅ end lme
発言者 会話の内容

431)

樋ロ

先週、あの一、前回の時に ***で、あの一、教務からもいるいる、あの一、お申し出いただいて、あの一、担当の開講の曜日等々
変更したりとか、いるんなことをやつております。
皆さん、これで *ホ*あの一、都合がよくないとか、あるいは、あの一、開講していただきたいとかいろいる要望がございましたら、
できるだけ早くカリキュラム委員会または教務課のほうに言つていただいて結構ですけれどもお出しいただいて、
それであの一対応させていただきたい、個別にあの―、対応させていただこうと思います。以上です。

1`卜 50,ウ

吉井

すみません、あの一、カリキュラム委員会で昨年の12月 16日に、え一、カリキュラム委員長から300名という枠組みと私の
担当科目のこと:こついてクラス ***、 え―、されましたけれども、一応お手元に、え一、説明資料を配つておりますけれども、
これはあの一、え一、教務の方に過去のコンピュータに入つているデータをくださいということで、え一、求めたものです。
で、それでやりますと、あの、私がその時説明しましたように、あの一、一番多い時で800名確か超えていたと思うんですね、
んで、できるだけ、その一、少人数で、え一、やるというそういうコマも作つてみたいということで、
あの一、専門必須のコースもある訳ですから、そういうようなことで、え一、土曜日に1つは分けることが望ましかろうと
いうことで分けていたという話はしましたが、んで、これについてですね、え一、こういうふうな状況でもし平日であれば、
あの一、300名はまず超えているだろうと思います。んで、それ、ま、いいんですよ。

2分 11秒

吉井

あの一、決定されたことに対してどうのこうのということを言おうとしているのではなくつて、で、それでですね、
あの一、四方さん(教務部長)に言わせるとそういうふうな基準はないというふうにおっしゃるのですが、
んで、私も教務委員やつていた時もなかつた。んで、新たにお作りになつたような雰囲気なんですけれども、
その趣旨は一体何だろうかということをもう一度お聞きしておきたいというふうに思うんですね。

2分36秒

吉井

んで、それともう―つ、その一、え一、なんちゅうんですかね、あの一、コースによつては必須科目なんですよね、
んで、その必須科日で、え―、やつぱり最低望ましいのはやっぱり100名ぐらいというのがいいんだろうと思います。
思いますけれども、え一、それでは ***のかみあいもあると思うんです。
ですから、我々が無理しなくてはいけないところは無理しようというふうな気持ちで、え一、やっておる訳ですけれども、

3分7秒

吉井

え一、そういうふうに、な時に、何故、もう一つ失望を感じるのは、え―、その一、
コース別の、その、カリキュラム委員会といつたようなものを開かずにね、え一、即決されたのか、
それからもう一つは、え一、私の質問に対して二宮学部長はですね、え一、いわゆるサービスの低下といつたような観点から
みた時にというと、その、学部長要請という言葉をはつきりとおつしやいましたですね、
ですから、その辺の理由をまず、え一、1,2、 ***をご説明いただきたい。

3分54秒

吉井

最後にですね、え―、私がスェーデンにいる時に、え―、樋口さんとえ一、前におられる北村学部長ですね、え一、がですね、
2部の担当科日、同じ時間であるにもかかわらず、え一、担当不開講であり、そして *ホ十。
こういうことをされましたですれ んで、え一、その時に、その一、お帰りになつたならば、3.5コマになつて基準を満たさないよ、
というふうな文書が来たと思うんですが、え―、4コマを割るというようなことが起こつた時に、あなたがたは何を意図して
おられるのか、そういうふうなことをまずお聞きしたいなというふうに思いますので、
その **あなたがたのポリシーというんですか、もう少し、あの、明確に説明してくだされば、私は私なり1こ対応していきたいと
思いますので、え一、是非、その、わかりやすくご説明ください。以上です。

4`)9,ウ

北村
なつしゃつているところがわかりませんが、私があの段階で3.5コマになるとか2部の科目を担当されなければ4コマ割りますよ
というのは就業規則上4コマとあるから、だから、日科日でご担当くださいと申し上げたんでしょう。違いますか?

吉井 私は記憶にありませんが、

ヨヒキ寸 しヽやいや、記憶にありません ***

吉井 らの一、記憶にありませんがというよりも、あの、事実そういうふうになるという状況が、あなたがたはわかつている訳だから

4`023'ウ 北村 にから、だから、3.5コマになると困るので旧科目名でご担当くださいということでご担当されていたんでしょう。

吉井
ちの、結果はそうでしょうけども、何故、そういうふうな状況をですね、自明のやつを、え一、おやりになるんですか?
私はその時には開講する意思がありということで申し述べていたはずなんですよ。ですから、その件は

北村 卜*ホ 答えたの、はい、就業規則上4コマ必要だと書いてあるからです。

吉井
ιや、就業規則上ということで結構です。んで、今回そういうふうなことをやつていかれると、4.5コマになる訳ですね。
ですから、それが例えば ***になつていく訳ですね。

北村 それは私が費間する気はないの

4分51秒 吉丼 ベカヤロー
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北村 ふ *ホ な発言

吉井 らの一、発言は十**

二宮 ***バカヤローと言われる点は

5分 10秒
吉井
記録にやったら記録に残しておいてください。結構ですよ。
あの一、そういうことで、あの一、学部長と副学部長、あの一、それぞれの項目についてご説明いただけませんか?

二宮 ま一、え―と来週になつたら

5`'221) 吉井 いやいや、あの、来週じやなくて、今、あの、お答えくださいよ。

樋口 整理せな

吉井 いや、私、今説明したんだから、それでわかるでしょうが。

樋ロ いやいやいや、あの、スェーデンなんとかの音の ***

吉井 スエーデン、そのことはもういいですからお答えくださいよ

二宮 いるんなものをひつくるめてゴチャゴチャと出して書いておられますんでね

樋目 ***く聞き取り不可>***先生がそう思われるのはそらご勝手ですけどね、私は2コマやるから2コマ、それで *ホ*

吉井 いや

樋ロ この社会はぜんす**

吉井
私は2コマやりたいからやつているんではないですよ。やはり専門教育であり、必須コース(※ 科目が正しい)であるならば、
そういうそのサービスの低下にならないよう:こ、ね、充実させてやつていこうということで一生懸命やつている訳でしょう。

0,〕bl'

6引卜15渤
吉井
本田さんはこの前説明した時に、何も、あの一、質問した時にお答えにならなかつたけれど、
あなたの、え、教務委員長としての立場はどういうふうにお ***なんですか?

本 田 いや、今の問題についてはね、

吉井 うん

6分 17秒
6`}24澤少 本 田 あの一、樋口先生もね、吉井先生もね、同じコースなんですよね。あの一、今、ビジネスネットワークコースですね、

吉井 あ、それでね、私が言いたいのは、

本田 いやいや、だから、

吉井 議論する前に

6`〕2819

6分41秒

本田
いきなりね、あの、教授会に諮るん違つてね、その、コース別のね、カリキュラム委員会なりね、あるいはカリキュラム委員会ある
んですけどね、学部のね、そこで、あの一、十分検討してもらってね、あの一、かけるとかね、そうだといいんですけどれ

吉井

いや、私もそれが常識だと、その場合思つたんですよ。思つたにもかかわらず、サーと出してきてやられたわけでしょう。
ですから、私はこういう問題が起こつたらいけないから実は教務委員長であるあなたにふつた訳だわ。
あなたがアグリーしているような感じがしたから、あの一、しかたがないなと思つて

本田
いや、私は前回は、あの一、500人以上の負担の対応についてあの一、言つたんですけどね。
今現在の教務の対応についてね

本田 500人以上の受講生の場合ですね

吉井 ま、それはいいんだわ、あの一、これは300名 ということでおつしゃつた訳でしょう。

7分19秒
本田
ええ、いや、まだコースのあれとしてはですね、だから、
今言つたように、あの、コースなりね、あるいは学部のカリキュラム委員会のほうでね、その一、検討してもらわないと

吉井
らなたはそうおつしゃる。助 しヽ、彼はその一、いわゆるカリキュラムのコース別なんて開いていないでしょ。
それで、え―、ホ**していかれる訳なんでね、そこが、私は

本田 だから、

吉井 合意を形成するには非常に問題があるということでね、

本田 |**検討してもらつて、
7分40秒

吉井 そういう意見が委員長から出てますけども、あなたは

8`)3澤ウ

樋ロ

私は500名 を守りますから500名 を超えてない限りはもうこれでお止めいただいたほうがよいと思います。
もう結構です。はい、全体の基準の問題ですから、あの一、私だけは2コマやるというそんな話はとにかく困ります。
ほんなら、あの一、別に学科、学科のコースの *の話ではありません。学部全体の話です。

受講者数の多い科目について、教務委員会の分割基準の目安、500名 の受講生を超える場合分割する基準を逆手にとつて、
樋ロカリキュラム委員長は経営学部独自の統合基準、300名 を割る2コマ開講科目を1コマにする基準を新たに設け、
コマ減らしに使つたというのが、樋ロカリキュラム委員長をはじめとする学部執行部の意図であることが理解される。

吉井 300ではなくて500だったのか?今 の *
つ
・ 500です、500です。ただし、私たちの情報としては5001ま多すぎるということも
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8分 12秒

8う)58秒

吉井

ちょつと待つて、あの一、500は今、我々、私が教務委員長、教務委員であなたに引き継いだ時には、
その、人数が非常に多い時にはね、え一、それを分割しようという話でやつてきたと思うんです。
それはハッキリと、あの一、経承されておりますけれども、今回のやつは、
逆に言うと専門教育であれば、できるだけね、少人数でやろうという気持ちで我々はやつてきたじゃないですか。
んで、その少人数でやろうということで、皆さんが教えられても、私は300から500名 の学生を集中して教えようと思うと
もの凄くエネルギーがいる。
んで、それでなんとか、その、その一、アプローチを変えたいということでね、それで、え一、100名と同じような感じで、
え一、いわゆる、土曜日のほうに振つてですね、その一、別の、同じような内容でいつもはやつてない訳ですよ。
そういうふうなことで学生に自分の趣旨を訴えたいということでやつてきている訳ですれ

10分 6秒

吉井

そういうふうな、え一、アプローチをしていることに対して、今、樋口さんは一律どうのこうのおっしゃるそこの前提の前に、
いわゆる、教育とはとか、専門教育を我々はどういうふうに教えたいのか、とかね、
そういうふうな議論があつて然るべきではないんでしょうか?
私はそこをしつかりとね、コースとは別に、その一、いるんなコースあるでしょうけど、あの、専門のご担当の先生がたは
そういうことをしつかりと議論して、そして、それを ***にもつていくべきではないでしょうか。
え一、結論は、自分のことを特別扱いしてほしいといつて言つている訳ではないんですよ。
あの一、そういうふう:こ決められるならそれに従いますということを私は言つているし、あの一、元に戻してくれということを
言つている訳ではないんです。
そういうふうなことを議論して我々は学生に対してどういうふうに教育をしようとしているのかということをね、
その具体が、具体化がカリキュラムのそこに出てくる訳だから、そういう気持ちで私はこの文章を書いた訳ですけれども、
それに対して、今の、その一、樋口さんのご意見からみたならば、ちょつと、あの一、問題を感じるんですが。
んで、あの一、二宮さんはその時に、学部長要請であるということを強くおつしゃつたけれども、
あの一、学部長要請とは一体何ですか?

10分2愛
二宮
それは一、カリキュラム委員会で、え、そういう方針が出て、え一、そうですね、ま、***限定としてやつていく場合は、
私らの、その責任をもつてやつていく訳ですからその意味ではわかると思います。そういう意味で言つただけです。

11分 3秒

伊藤

幸■*の時はわかるんですけども、まだ、その、記憶するところによると、
この学部の授業のなかにおいてもなんらかの事情があつて人数の制限しているということは ***していると思うんです。
そしたら、それとこれが前提になるかどうかはもうひとつ考えることにするんだけれども、
普通に人数がどうこうという問題ではないと思うんです。
そこら辺をもう―回コースでキチッと話を、その意をことこまかにその人数というところをコースの中で議論してください。

11分 10■ 樋ロ コースの問題ではないですよ。学部全体の問題、いつてみたら、学部の問題だけじゃないですよ。

11分52泊

吉井

あの、コース全体の問題とおつしゃいな力ぐら、カリ、あの、ごめんなさい、教務委員長のほう1ま、その、コース別のカリキュラム委員
会でよく議論すべきだと、つまり、え一、コース別にどういうふうな学生の、その、付加価値をつける取り組みかという、
そういうストーリーのもとでカリキュラム、え、いわゆる、え一、科日とか、それを決めていく訳だから。
僕はやはり、あの一、教務委員長のおつしゃるようにね、その一、コース別のところでよく議論をして、
そしてそれを全体のカリキュラム委員会にあげるべきだろうというのが、僕の、あの一、通常の考え方ですれ
ですから、そこからみた時に、
その一、あなたがたのやり方は非常にあの一、偏している、好ましくないやり方を私はしておるように思うのです。

樋口 すみません。あなたがたというのは誰のことですか?

吉井 あなたがたというのは、樋口さんとか二宮さん達ですね。

11分 58毛 極 口 達というのは

吉井 ああ、違いうたら、こ、この前におられる北村さんも、ま、あの、

北村 私がどうして ***

吉井 あの一、過去の経験からみたならば、

北村 経験で言わないでください。この問題、私がどれくらい関与しましたか?

吉井 わ、私はわかりませんけれども

北村 わからないで

吉井 いや、わからないでというよりも、あなたは執行部として、元執行部としてそういうふうなことをやつてきたやないですか

北村 =**私、かかわ
つているのですか?そんなことは常識でしょう。教授だつたら。

この間の提案に私がどれぐらい関与しているというんですか?

吉井 この間の提案て何ですか?

北村 い、いや、クラスを1つにするという提案でしょう。そのことを今議論してんでしょう。

吉井 私は今それ

北村 ***消しなさい

12分39, 吉井 私は消すつもりはありません。記録で残しておいてください。

北村 はっはっはっ、まだまだ ***

吉井 ですから、私は、あのね、個別の議綸じやなくって

北村 発言やめます。

吉井 あの一、発言しなくて結構です。あの一、私が言っている

12`i47蔵 北村 進行してください。

吉井 ちょつと待つてください。その一、その趣言について議論してほしいということを言つている訳ですよね。

北村 私は関与していません。この問題に、
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2`なb4秘

i3分 46塑

二宮

あの一、え一とね、ま、一時、あの一、なんか経営懇談会とかいうような形で、ま、あの一、げんばだい(?)について、
あの一、話しましたところ、やつてたりするのを。ただ、あの一、その後ここんところやつてない。事実ですかれ
ま、あの一、そういうところで、え一つとですね、ま、吉井さんの言われた問題提起からは、
ま、まさに、そういうことを前提にして、え一、前提するいうか、ま、議論しながらやつてきている。その場合どうなるか。
だから、おそらく吉井さんが途中で、あの一、パリューエンジエアリングとかな、え一、***科 目を設定されたのも、
あんまり議論はなかつたんですけども、ご自身はそんな、あの、わけあつたんですか?
ま、いるいる科目の設定については持論はいろいるありますけどね。

二宮 ま、あの、確かににめんとしては、だから、これからは、ま、そういう機会を設けるように努力をしたいと思います。これ一、
13分55秒

北村 学部長、あのね、

二宮 はい

13分57秘

14分 21利

ヨヒオ寸

これから設けるちゅうんじゃなくて、この前のね、
あの一、ふじし、藤澤さんのご担当科目をね、担当問題を介しながらね、
あの一、各科目についてね、もう一度ね、みなおすというね、カリキュラム委員会、委員会がみなおす、総合的に見直す
ということになつてるでしょう。
その後、一貫として受講者数問題もやつたらよろしいがな。
他の科目の問題もたいきゃくして、んで、各コースに当然はたらくちゅうそういう問題がなければね、

吉井

あの一、私は素直な気持ちで自分が受けている感情からみたならば、
え一、いわゆる、―種の圧力というふうに感じてるんです。
ですから、そういうふうに感じさせるようなやり方というのは好ましくないなというふう:こ思いますので、

二宮 それは勝手に感じてるんでしょ

吉井 ん、だから勝手に感じるのはいるんですが、一種のパワーハラスメントであるというふうに感じますが

二宮
私なんかを含めて ***偏見を持つているから何を言うても、そ、そういうふう:こ思われるんですよ。
カリキュラムにつきましては、はい、あの一、えっと、また次回こられるものがあればそれだけ答えますが

14分 59塑 吉井 じゃ、質問に答えなくて結構ですよ。そういうふうに私は受け取つておきます。


